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＜ビジター・ゲスト＞ 

第３グループガバナー補佐 白井 威 様 

 本年度もあと一ヶ月と

なり肩の荷が下りていま

す。6 月 21 日の新旧ガバ

ナー補佐の引継ぎが最後

の仕事となっています。一

年間ありがとうございました。 
 

奨学学友 平和フェロー委員 委員長 

所沢ロータリークラブ 鳥居 由美子 様 
 

23—25年度グローバル補助金奨学生 

   埼玉県親善大使      佐藤 哲郎 様 

 

🌸会長挨拶🌸  豊田義継会長 
 入間市に奉仕四団体の

会があります。 

四団体とは、入間ロータ

リークラブ、入間南ロー

タリークラブ、入間ライ

オンズクラブ、入間青年

会議所です。去る 19日に、

３年ぶりに入間ロータリークラブが主管

として、現況報告会と懇親会が行なわれ

ました。それぞれのクラブが、今年度行な

ってきた事業や、現在行なっている活動

等の説明があり、各クラブが目的をもっ

て活動している実態がよく理解出来まし

た。報告を聞いて感じたことは、４つの団

体が１つ共通の事業を設けて活動を行な

えば、更に強力な奉仕活動が出来るので

はないかということです。 

 

４団体共に単年度制であり、各々の組織

は会長が年度方針を決定し、予算化しま

す。また、それぞれのクラブ事情もありま

すので、難しい点もありますが、次年度、

次々年度の会長予定者が事前に調整すれ

ば可能だと考えています。 

宮﨑年度、晝間年度では、このことを考え

て、入間クラブが音頭を取って計画を立

てるのも有りかなと感じています。 

64年間、単独事業を行なってきましたが、

合同事業が実現すれば、ロータリークラ

ブの公共イメージアップにもつながると

考えます。そして、今日は白井ガバナー補

佐が、４度目の訪問でおいでいただきま

した。後程ご挨拶をしていただきますが、

去る４月 17 日付でクラブに届いた 2570

地区運営に関わる重大なお知らせという

文書が届いております。この件でその後

どのような状況になっているのか？各ク

ラブに対し、依頼事項等があるのか否か

等を含めて、お話しいただきたいと思い

ます。 

  また今月は、青少年奉仕月間です。今日

のお客様、佐藤さんは、入間ロータリーク

ラブがスポンサークラブとなり送り出す、

グローバル補助金奨学生です。青少年交

換学生ではありませんが、海外に出て勉

学をするという点では広義の青少年と同

じと考えます。 

８月にアメリカへ旅立つ前に挨拶に出席

して頂きましたので、その思いと勉強す

る医療のこと等をお話し下さい。 
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＜幹事報告＞ 木下登幹事 

1.6/16(金)入間 RC・入間南 RC合同ゴルフ 

コンペ(旧軽井沢ゴルフクラブ)で行わ
れます。参加者の状況で車は乗り合わせ
でお願いします。後日詳細は連絡します。 

2.5/11（木）入間市市民憲章推進協議会総 
会が行われ木下幹事が参加。 

3.5/18（木）入間ロータリークラブゴルフ
コンペを久邇カントリークラブにて開
催 優勝は晝間和弘会員でした。 

4.5/18（木）入間商工会総代会。豊田会長 
が参加。 

5.5/19（金）四クラブ合同懇親会 

 
  ＜５大奉仕委員長挨拶＞ 
■クラブ奉仕委員会 宮崎正文委員長 
今年度は、豊田会長のテ

ーマ「楽しもうロータリー・

そして心の通う奉仕を!」を

基本に、活動方針としてき

ました。何をしたかわから

ないうちにあっという間に

終わろうとしています。本日は活動計画

により報告させていただきます。 

①会員増強ですが計画は２名増としまし

たが、増強委員会のおかげで４名の増が

できました。只、寺井会員が急にお亡く

なりになられたので、1名減で今年度は

３名の増でした。現在 39 名の会員です

が、来年度には、女性会員含め増強でき

るよう期待したいと思います。そして、

新入会員の入会に会員選考委員会と職

業分類委員会に審査していただき入会

となりました。 両委員会の委員の皆様、

ありがとうございました。 

②次に出席率の向上を目指して、「出席向

上・プログラム・親睦」各委員会と連携

して例会を計画してまいりました。 

 出席に関しましては、豊田会長の方針で

出席を明確にするということで、コロナ

による 100%の出席を取りやめ、コロナ前

に戻りまして元の通り、出席率に直しま

したので、来月最後にパーセントが出ま

すので、100%の方はすごいと思います。

「プログラム委員会」におかれましては、

コロナ等で前半はまだ大変な時期でし

たが、例会の内容をご苦労され決定され

たと思います。ありがとうございました。

そして、「親睦委員会」の皆様には、沢山

の行事はありませんでしたが、主にクリ

スマス例会と来月行われる最終例会の

準備開催で忙しい中、家庭集会を行い開

催できたことに御礼申し上げます。この

３委員会で連携してくれたおかげで、豊

田会長の思われたとおりに出来たと思

います。 

③ロータリーの基本事項の理解を深める

研修等は、「ロータリー情報委員会」によ

り地区からの情報や３年未満の会員を

対象とした研修「会報・雑誌委員会」の

ロータリーの友の発行や会報の発行「広

報委員会」のＳＮＳを活用したロータリ

ーに関する発信「ロータリー美術館」の

開催による知識や教養を深めること等

で、各委員会の皆様のおかげで、ロータ

リーの理解を求める研修が出来たと思

います。 

 最後になりますが、自分が「クラブ奉

仕委員長」として豊田会長・木下幹事の足

手まといになることが一番心配でしたが、

今のところ何も言われないまま終わろう

としていますので、良かったと思います。 

終わりに豊田会長･木下幹事･金井 SAA

そして事務局の勝田さん、古川さんにも

御礼を申し上げ、「クラブ奉仕委員長」の

報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。 

 

■職業奉仕委員会 木下登幹事 

本日は杉田委員長が欠席

のため代読いたします。 

今年度の職業奉仕委員会

は他委員会同様、コロナの影

響により計画通りには進み

ませんでした。しかしながら

入間市ゴミ減量推進協議会に参加し、フ

ードバンクや子ども食堂への協力を行い、

間接的にゴミ減量に係ることができまし

た。今年 1年ありがとうございました。 
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■社会奉仕委員会 馬路宏樹委員長 

今年度豊田会長の「入間

市の次世代の子供たちのた

めに」をテーマに令和４年

10 月６日(木)入間市教育

長 中田一平様を例会にお

招きして「小中学校の現状

と未来」と題し卓話を実施しました。また、

12月６日(火）には入間市役所市長室に於

いて、2021～2022 年度豊田会長の社会奉

仕活動の一環である教育器財の贈呈式が

行われ、入間ロータリークラブから寄附

金の目録が贈呈されました。さらに令和 5

年 3 月 6 日入間市民活動センターに於い

て入間ロータリークラブ・入間南ロータ

リークラブ合同例会時に開催したチャリ

ティー募金を入間市社会福祉協議会へ寄

付いたしました。 

次に地区の社会奉仕活動のアイバンク

登録運動やブライダル委員会活動を当ク

ラブに広報させていただきました。 

また、「フードバンクいるま」に対し青

少年奉仕委員会と連携を図り、事業に協

力してまいりました。 

 

■国際奉仕委員会 一柳達朗委員長 

 活動方針としては、国際

交流を通じてロータリー

の素晴らしさを感じる事

が出来るように努める事

と、支援を通じて国際社会

に貢献出来るようにする

事。この目的を達成出来るよう活動して

きました。 

 活動計画 

1.ロータリー財団、米山記念奨学会へ寄

付の継続を行い皆様から寄付のご協力

いただけました。 

2.米山記念奨学生の梁有鎮(ヤン ユジン）

さんを会員全員で支援。ユジンさんが体

調を崩して入院の間、大学を休学してい

ましたが、カウンセラーの細田さんが定

期的に連絡を取ってくれて、復学後は例

会にも出席して貰うように働きかけて

下さいました。これからの米山記念奨学

部門のイベントにも積極的に参加して

もらうように話をしました。 

3.国際奉仕に関連する委員会と協力し、

当クラブとして何が出来るか探求して

いきたいと考えていましたが 米山記念

奨学部門以外の委員会とは何も出来な

かったのが反省点です。 

 

■青少年奉仕委員会 一柳達朗委員 

 本日は田中委員長が欠席のため代理で

発表させていただきます。 

活動方針は入間ロータリークラブが続け

てきた「次世代の子供たちのために」とい

うテーマを基本として、心の通う奉仕を

行っていきますと掲げました。 

活動計画 

1.地域の子ども達の貧困問題への取組。 

「こども食堂ネットワークいるま」の会

長 村野裕子さんに卓話講師として来て

いただき、こども食堂について講話頂き

ました。入間市内にも 26 以上の場所で

開催されており多くのお子さんや親御

さん達が利用されています（公表してい

ない所も有り）。財源の確保が難しいで

すが、皆様からの寄付などで賄っていま

す。クラブからは、青少年奉仕の予算 7

万円のうち 5 万円を使わせて頂き寄付

をしました。感謝申し上げます。 

2.フードバンクへの協力（毎月） 

 フードバンクいるま」の事務局長に卓話

講師として来ていただき、「地域の社会

資源としてのフードバンクの活動」の紹

介をして頂きました。また、毎月例会で

発表の場を頂き、フードバンクいるまへ

食料品の寄付の呼びかけと結果報告を

致しました。吉永会員から 7万円、田中

から 1万円、クラブの青少年奉仕予算の

うち 2 万円を使わせて頂き合計 10 万円

の寄付をする事が出来ました。またミル

ク募金箱をクラブに設置させて頂き、皆

様から寄付のご協力も頂きました。重ね

て御礼申し上げます。ありがとうござい

ました。 

 

＜出席報告＞   後藤健委員

会員数 出席数 出席率 前回修正率 

39名 13名 35.0％ ----- 

  事前欠席連絡 11名 
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■■■講 師 卓 話■■■ 
「感染症対策で世界に貢献するために」 

              佐藤 哲郎 様 
感染症に興味を持った

のは高校 2年生の時に「校
庭の土から新種の抗菌性
放線菌を見つける｣と題
し、1 年間共同研究し、静
岡県科学技術コンクール
最優秀賞を受賞したこと
を契機に細菌やウイルスに興味を持ちま
した。高校卒業後も感染症を学びたいと
思い、藤田医科大学医療科学部臨床検査
学科に入学。卒業後は感染症と社会との
繋がりに興味を持ち、現職に至るまでに
JICA 青年海外協力隊派遣、大学の公衆衛
生学教室、都立衛生研究所や国立感染症
研究所に勤務してまいりました。広い視
点から感染症を捉えたいという思いから、
JICA の青年海外協力隊の感染症・エイズ
対策隊員として、中米のホンジュラス共
和国の保健省が運営するユースクリニッ
ク（思春期外来）に 2年間派遣され、主に
性感染症予防啓発をはじめとした性教育
出張授業に従事しました。ロータリーと
の出会いも派遣中に相模原橋本 RC超音波
診断機器 3 台の寄贈を受けたことで、素
晴らしい理念のもと活動されている団体
があるのだと知ることができました。海
外協力隊派遣中にジカ熱という蚊が媒介
する感染症のパンデミックに襲われ感染
症対策隊員として派遣されていたものの
有効な啓発活動ができず悔しい経験をし、
帰国後は感染症疫学を専門的に学びたい
と思い、国立感染症研究所の実地疫学専
門家養成コースの研修員として勤務を始
めました。1 年後に COVID-19 のパンデミ
ックに直面し、厚生労働省 COVID-19クラ
スター対策班現地派遣チームを併任。 
今回のパンデミックの大きな特徴とし

て、インフォデミックがあげられるかと
思います。特に流行初期はデマも含めた
大量の情報により混乱を招いてしまいま
した。日本で混乱を招いてしまった原因
の 1 つとしては、感染症対策の構造に問
題があったと個人的に振り返っておりま
す。日本には欧米と異なり感染症の研究
者と市民の架け橋となる広報担当者（ス
ポークスマン）という存在がいないとい
うことに気付きました。 

そして広報担当者を担うために必要なこ
とを学びたいと考えたことが、留学の最
大の動機です。 
本年 8 月より 2 年間、米国アトランタ

にあるエモリー大学公衆衛生大学院グロ
ーバルヘルス学科（感染症専攻）にて公衆
衛生学修士号を取得目的で留学します。
エモリー大学では行動変容に繋がるヘル
スコミュニケーションを学ぶことで、感
染症の流行・集団発生時に、実地疫学調査
で得た情報や教訓をリスクコミュニケー
ションの手法を踏まえ、広く市民に還元
できる専門家になれるよう精進します。
修了後は世界の公衆衛生の首都であるア
トランタの地の利を活かし、米国及び世
界の感染症対策における司令塔機能を有
する CDC（米国疾病予防管理センター）を
はじめとした最先端の研究機関での業務
を経験し、最終的には低中所得国及び母
国日本の健康危機管理に貢献したいです。 
留学期間中は第 6900 地区にあるノー

ス・アトランタ RCに受け入れていただく
ことになりました。第 2570地区グローバ
ル補助金奨学生及び埼玉親善大使として、
頂いた機会を活かしロータリアンの方々
からも最大限吸収する所存です。世界の
感染症対策を通じて最終的には世界平和
にも貢献したいです。 
 
＜ニコニコＢＯＸ＞ 金井祐一ＳＡＡ 
 今年度 1 年ありがとうございました。 
 「白井威様」 
 本日はよろしくお願いいたします。 
 「鳥居由美子様」 
 白井ガバナー補佐、鳥居様、佐藤様よ

うこそ入間クラブへ。 
 「豊田義継君、木下登君、金井祐一君 
  細淵克則君、関谷永久君」 
 入間ロータリーのゴルフ会で優勝し 
  ました。 「晝間和弘君」 
 少し早めに退室します。 「後藤健君」 
    本日\15,000 累計\578,620 
 
■回覧、配布物 
① ガバナー月信 2023.3月号 
② 新所沢ＲＣ創立 50周年記念誌 
③ 倫風 6月号 
④ 入間市交通安全ポスター協賛のお願い 
⑤ 歌舞伎座団体観劇のご案内 
⑥ 他クラブ次年度役員・理事のお知らせ 
⑦ 入間 RC週報 16号 

発行 入間ロータリークラブ 

■事務所：〒358-0005 入間市宮前町 1-10 繁田醤油(株)内  Tel.04-2964-1700 Fax.04-2965-5788 

■Email ： iruma－rc＠jupiter.plala.or.jp 

■例会場：丸広百貨店入間店６Ｆバンケットホール Tel.04-2963-1111 

■例会日：木曜日 12：30～13：30  ■会報委員長：細田浩司 


